
関東地区電気使用合理化委員会委員長表彰※にて最優秀賞を受賞
弊社北埼玉工場における省エネルギーを配慮した生産活動が評価され、

関東地区電気使用合理化委員会委員長表彰において最優秀賞を受賞いたし
ました。高効率空冷チラーや排熱回収ヒートポンプの設置によりエネル
ギー使用量の削減率約 10% を達成しました。今後も更なる省エネ化を推
進し、環境に配慮した医薬品の生産に努めてまいります。
※本表彰はエネルギー管理における電力の有効利用の推進や負荷率改善等、電気使用の合理化に顕著な
成果を収めた個人および工場・事業者等に対して授与されるものです。

廃棄物に関する管理活動の推進

近年、ゴミの発生量が年々増加していることによる最終処分場の残余容量の減少、ゴミの焼却による CO2 発生に伴う温暖
化の進行並びに海洋プラスチック問題など、多くのゴミ問題が報告されています。今後生産拡大を図っていく上で、廃棄物の
発生・再資源に関する管理を強化し、ゴミの発生を抑え、再資源化を進めることが必要と考えています。

【集計概要】
・算定基準：

廃棄物発生量：製造、試験・研究及び
物流の事業所からの廃棄物発生量
再資源化・最終処分率：廃棄物発生量
から再資源化・最終処分した割合

・集計範囲：2018 年～ 2021 年度
・集計期間：4 月～ 3 月

エコキャップ運動に参加しています。
2020 年 10 月から「ワクチンの寄付」・「障害者の雇用・社

会進出」・「CO2 削減」の促進のためエコキャップ運動に参加
しています。2022 年５月までに計 10 回、累計 38,698 個
のペットボトルキャップを寄付しています。売却益の一部を
JCV（NPO 法人「世界の子どもにワクチンを」日本委員会）
へ寄付し、ワクチンの寄付としての累計は 45 人分となります。
またペットボトルキャップの寄付により削減された CO2 は
283.49kg となっております。今後もエコキャップ運動を継続
してまいります。

非財務データ

》労働慣行
報告項目 集計範囲 2018 2019 2020 2021

従業員数（うち派遣社員、パートタイマーを除く） 10月～9月 761 736 732 736

派遣社員及びパートタイマーの人員数 10月～9月 153 153 179 178

管理職数 10月～9月 153 157 149 148

うち女性管理職数（管理職数に占める割合） 10月～9月 12（7.8%） 13（8.3%） 14（9.4%） 13（8.8%）

障害者雇用率 10月～9月 1.75 2.08 2.49 2.50

年度内中途採用社員数（うち女性の数） 10月～9月 6（0） 11（5） 6（1） 9（2）

平均勤続年数 10月～9月 10.2 11.1 11.7 12.3

離職率 10月～9月 4.87% 4.93% 3.03% 2.85%

平均年齢 10月～9月 39.6 40.7 41.3 41.8

月平均時間外労働時間 10月～9月 16.6 16.3 18.5 18.8

有給休暇取得率 12月～11月 69.9% 72.2% 66.4% 68.1%

育児休職制度利用者数（うち男性の数） 10月～9月 11（0） 4（2） 12（1） 12（4）

労働災害発生件数（不休・休業） 10月～9月 １９ 17 15 14

健康診断受診率（％） 4月～３月 99.5 99.7 99.7 99.7

》環境
報告項目 集計範囲 2018 2019 2020 2021

電気使用量（千kw） 4月～3月 23,307.6 23,338.1 23,326.0 23,668.2

燃料使用量（GJ） 4月～3月 169,520 157,169 141,648 143,539

上水使用量（㎥） 4月～3月 227,092 204,049 188,547 149,333

CO2排出量（t-CO2） 4月～3月 19,715 19,035 18,289 14,472

廃棄物発生量（t） 4月～3月 832 761 757 788

最終処分量（t） 4月～3月 80 67 79 59

再資源化率（%） 4月～3月 27.4 27.1 25.9 28.2

PRTR対象物質取扱量（kg） 4月～3月 3,900 3,600 3,500 3,500
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